
⼤阪府⾼槻市における基本計画の概要

⼤阪府⾼槻市

１件あたり平均68.89百万円の付加価値額を創出する地域経済牽引事業を6件創出し、これらの地域経
済牽引事業が促進区域で1.25倍の波及効果を与え、促進区域で517百万円の付加価値を創出することを
めざす。

計画同意の⽇（令和6年4⽉1⽇）から令和10年度末⽇まで

促進区域

経済的効果の⽬標

地域経済牽引事業の承認要件

計画期間

⾼槻市ものづくり企業交流会、ビジネスコーディネーター派遣事業、企業定着促進事業、企業⽴地促進
事業、地域経済牽引事業のフォローアップなど

制度・事業環境の整備

⾼槻商⼯会議所、株式会社池⽥泉州銀⾏、北おおさか信⽤⾦庫、株式会社⼤阪彩都総合研究所、ものづ
くりビジネスセンター⼤阪(MOBIO)、地⽅独⽴⾏政法⼈⼤阪産業技術研究所、公益財団法⼈⼤阪産業
局

地域経済牽引⽀援機関

【要件１︓地域の特性を活⽤すること】
⾼槻市の化学⼯業、電気機械器具製造業、⾷料品製造業等の産業集積を活⽤した成⻑ものづくり分野

【要件２︓⾼い付加価値を創出すること】
・付加価値増加分︓68.89百万円超

【要件３︓いずれかの経済的効果が⾒込まれること】
●売上︓1％以上増加 ●雇⽤者数︓5％以上増加
●雇⽤者給与等⽀給額︓ 4％以上増加

化学⼯業、電気機械器具製造業、⾷料品製造業等の業種において付加価値が⾼く、また、事業所数では⾦属製品製造業、プラスチック製品製造業、⽣産⽤機械器具製
造業が上位を占めている。また、研究開発機能を有する事業所も集積しており、最近では、⾼槻市の地理的優位性や⾼度な産業集積等を反映して、新たな研究機能の進
出や⽴地企業の集中投資が進みつつある。
こうした製造業の強みを⽣かし、⾼槻市の施策を組合せながら、既存集積の更なる⾼度化及び質の⾼い雇⽤を創出することで、地域経済の活性化をめざす。

計画のポイント

《促進区域図》


